
第
4
回
和
木
町
議
会
臨
時
会

1
P

No.462
No.462



ま
ち
の
話
題

お
も
し
ろ
恐
竜
展

　

７
月
23
日
よ
り
美
術
館
で
開
催
し
た
「
お

も
し
ろ
恐
竜
展
」
は
、
８
月
21
日
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。

　

来
館
い
た
だ
い
た
方
は
、化
石
の
展
示
や
、

３
Ｄ
映
像
な
ど
、
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
会
期
中
５
回
実
施
し
た
体
験

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
受
付
前
か
ら
順
番
待
ち
の

列
が
で
き
る
ほ
ど
。
講
師
の
説
明
の
も
と
に

素
晴
ら
し
い
作
品
を
完
成
さ
せ
、
大
変
満
足

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
美
術
館
の
事
業
に
興
味
や
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

第
４
回
和
木
町
議
会
臨
時
会　

和
木
小
新
築
可
決

　

８
月
22
日
、「
平
成
23
年
第
４
回
和
木
町

議
会
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
３
件
、

議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
７
号
【
承
認
】

平
成
23
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ

い
て

報
告
第
８
号
【
承
認
】

和
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
専

決
処
分
に
つ
い
て

報
告
第
９
号
【
承
認
】

和
木
町
小
学
校
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制

定
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
22
号
【
可
決
】

和
木
町
立
和
木
小
学
校
新
築
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

株
式
会
社
大
島
組
と
、
契
約
金
額
１
，
３

９
１
，
６
８
３
，
７
５
５
円
、
う
ち
消
費

税
額
６
６
，
２
７
０
，
６
５
５
円
で
工
事

契
約
書
を
締
結
す
る
も
の
。

和
木
町
立
和
木
小
学
校
新
築

工
事

《
事
業
概
要
》

　

現
在
の
和
木
小
学
校
の
校

舎
・
体
育
館
は
、
昭
和
38
年

に
建
て
ら
れ
、
今
年
で
48
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

本
工
事
で
は
、
和
木
小
学

校
を
児
童
が
安
全
に
学
習
で

き
る
施
設
、
地
域
住
民
が
安

全
に
避
難
で
き
る
施
設
と
し

て
耐
震
化
を
計
る
た
め
、
校

舎
・
体
育
館
の
改
築
工
事
を

行
う
も
の
で
す
。

　

完
成
予
定
は
平
成
25
年
３

月
20
日
。
建
物
概
要
は
Ｒ
Ｃ

造
４
階
建
、
延
べ
面
積
７
，

９
３
８
・
81　
（
校
舎
・
体

育
館
一
体
型
）。

■
新
校
舎
の
内
容

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
、
ス

ロ
ー
プ
・
自
動
ド
ア
設
置
に

よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
太

陽
光
発
電
設
備
（
10　

）、

風
力
発
電
設
備
の
設
置
に
よ

る
環
境
学
習
へ
の
利
用
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
型
ト
イ
レ

の
設
置

和
木
小
学
校
新
校
舎　

完
成
予
想
図
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ま
ち
の
話
題

「
平
和
の
灯
」走
り
継
ぐ 

ー
反
核
平
和
リ
レ
ー
ー

　

７
月
25
日
、
役
場
で
「
第
26
回
山
口
県
反

核
平
和
リ
レ
ー
」
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

山
口
県
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
町

職
員
の
鳴
井
沙
由
美
さ
ん
が
磯
部
実
行
委
員

長
か
ら
平
和
記
念
公
園
の
「
平
和
の
灯
」
を

ト
ー
チ
に
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
悪
天
候
の
た
め
リ
レ
ー
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
翌
日
か
ら
、「
平
和

の
灯
」
は
、
山
口
県
内
の
合
併
前
の
全
市
町

約
９
０
０
㎞
、
県
内
企
業
や
自
治
体
の
労
働

組
合
員
ら
約
１
，
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に

よ
り
ゴ
ー
ル
の
山
口
県
庁
ま
で
走
り
継
が
れ

ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

夜
空
に
大
輪
咲
く  

ー
川
ま
つ
り
花
火
大
会
ー

　

７
月
27
日
、
小
瀬
川
で
「
大
竹
・
和
木
川

ま
つ
り
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
訪
れ
た
見
物
客
が
色
鮮
や
か
な
光
の
競

演
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

幻
想
的
な
光
を
放
つ
灯
ろ
う
が
流
れ
る
な

か
、
花
火
の
打
ち
上
げ
が
始
ま
り
、
様
々
な

仕
掛
け
花
火
や
迫
力
あ
る
水
中
花
火
が
次
々

と
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

１
時
間
で
約
１
３
０
０
発
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
第
５
部
の
「
小
瀬
川
を
彩
る
華
吹
雪
」

が
全
て
終
了
す
る
と
、
会
場
一
帯
か
ら
感
動

の
声
と
と
も
に
盛
大
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

各
地
区
で
盆
踊
り
大
会

　

夏
の
恒
例
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
大
会
が
、

７
月
30
日
に
あ
け
ぼ
の
公
園
で
、
８
月
４
日

に
わ
き
あ
い
あ
い
苑
で
、
７
日
に
は
関
ヶ
浜

分
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

浴
衣
姿
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
は
、
定
番

の
炭
坑
節
や
河
内
音
頭
か
ら
、
町
な
ら
で
は

の
和
木
音
頭
や
蜂
ヶ
峯
音
頭
な
ど
ま
で
、
多

数
の
曲
に
合
わ
せ
て
自
慢
の
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

キ
ッ
ズ
芸
能
祭
　

７
月
31
日
、
将
来
の
「
緑
の
風
薫
る
文
化

の
ま
ち
和
木
町
」
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
る

目
的
で
、
本
年
度
初
め
て
キ
ッ
ズ
芸
能
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
年
中
か
ら
中
学
３
年
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
が
、
歌
や
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
な

ど
を
披
露
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
、
年
齢
に
応

じ
た
微
笑
ま
し
い
姿
や
プ
ロ
顔
負
け
の
演
奏

や
ダ
ン
ス
に
満
席
の
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

喝
さ
い
を
受
け
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
出
演
し
た
松
崎
梨
央
ち
ゃ
ん
は
、

可
愛
ら
し
い
み
か
け
と
は
う
ら
は
ら
の
迫
力

あ
る
歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

彼
女
の
今
後
の
活
躍
も
期
待
し
、「
和
木

に
来
た
こ
と
が
あ
る
あ
の
子
だ
」
と
、
テ
レ

ビ
に
向
か
っ
て
言
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
和
木
町
文
化
協
会
）

「平和の灯」を受け取る鳴井さん（右）

関ヶ浜分館での盆踊り大会

森脇恵厘花・雲奏唄

公民館講座「キッズビクス」

EMILY & のりこ

ポピーズ



ま
ち
の
話
題

栗
本
詠
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
感
謝
状

　

７
月
25
日
、
岩
国
刑
務
所
に
お
い
て
、
永

年
に
わ
た
り
矯
正
事
業
に
協
力
し
た
と
し

て
、
栗
本
詠
子
さ
ん
（
和
木
５
丁
目
）
に
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

ま
ち
の
話
題

岩
国
地
区
消
防
操
法
大
会
で
全
分
団
が
入
賞
！

　

７
月
31
日
、
岩
国
市
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
消
防
団
員
が
日
頃
鍛
え
上

げ
た
操
法
技
術
を
競
い
合
う
「
第
５
回
岩
国

地
区
消
防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
和
木

町
か
ら
参
加
し
た
全
３
チ
ー
ム
が
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

応
急
操
法
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
た

第
３
分
団
（
関
ヶ
浜
）
は
、
迅
速
で
正
確
な

操
法
を
展
開
し
、
堂
々
の
優
勝
。
競
技
の
途

中
、
会
場
か
ら
「
す
ご
い
！
」
と
い
う
声
が

あ
が
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

応
急
操
法
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し

た
第
１
分
団
（
和
木
）、
そ
し
て
基
本
操
法

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
た
第
２
分
団

（
瀬
田
）
が
と
も
に
準
優
勝
し
、
和
木
町
消

防
団
の
操
法
技
術
の
高
さ
を
改
め
て
知
ら
し

め
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
へ
防
犯
功
労
団
体
表
彰

　

７
月
26
日
、
岩
国
警
察
署
で
開
催
さ
れ
た

岩
国
地
区
防
犯
対
策
協
議
会
通
常
総
会
に
お

い
て
、
地
域
安
全
活
動
の
推
進
と
明
る
い
街

づ
く
り
へ
の
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
和

木
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
防
犯
功
労
団
体

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

和
木
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
平
成
21

年
２
月
に
、
和
木
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
和
木

町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
和
木
町
少

年
相
談
員
の
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
和
木
町
の
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
と
と
も
に
、
犯
罪
が
起
こ
り

に
く
い
環
境
を
作
り
出
す
た
め
、
毎
月
定
例

的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
公
園
点
検
を
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

た
。

　

栗
本
さ
ん
は
、
岩
国
刑
務
所
で
の
慰
問

コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
ル
ー
ト
指
導
を
通
じ
て

受
刑
者
へ
の
矯
正
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

栗
本
さ
ん
は
「
犯
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

が
、
音
楽
か
ら
何
か
を
得
て
、
二
度
と
矯

正
施
設
へ
戻
っ
て
い
く
ま
い
と
思
う
人
が

一
人
で
も
増
え
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
。
今

後
も
積
極
的
に
活
動
を
続
け
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

栗 本 詠 子 さん

　

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
実
現
の
た
め
、

引
き
続
き
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。公園点検をする防犯パトロール隊

　

そ
し
て
、
団
本
部
女
性
団
員
は
軽
可
搬

ポ
ン
プ
に
よ
る
操
法
を
披
露
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
用
意
し
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

第
３
分
団
及
び
団
本
部
女
性
団
員
は
９

月
17
日
に
山
口
県
消
防
学
校
に
て
開
催
さ

れ
る
山
口
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

猛
暑
の
中
、
活
躍
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ

ん
、
応
援
の
団
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

優勝した第 3分団の皆さん

団本部女性団員による操法披露
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ま
ち
の
話
題

夏
期
公
民
館
短
期
講
座

ま
ち
の
話
題

と
ん
か
ち
教
室

ま
ち
の
話
題

ゆ
か
た
着
付
教
室

　

７
月
23
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
ゆ
か
た
着
付
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
「
着
物
着
付
け
教
室
」
の
相
川

秀
子
先
生
と
２
名
の
先
生
が
、
着
付
け
や
帯

結
び
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
と
重
な
り
参

加
者
は
少
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
一
人
ひ
と

り
何
度
も
付
き
っ
き
り
で
丁
寧
に
教
え
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
は
「
何
と
か
自

分
で
着
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
女
の
子
た
ち
は
着
せ
て
も

ら
っ
た
浴
衣
姿
で
、
岩
国
港
の
花
火
大
会
に

出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
８
月
11
日
の
両
日
、
夏
休
み

恒
例
の
「
と
ん
か
ち
教
室
」
を
行
い
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
和
木
小
学
生
99
名
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ
た
課
題
作
品
「
ふ
ね
」

「
巣
箱
」
「
写
真
立
て
」
「
角
い
す
」
「
マ

ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
」
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
木
工
に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も

も
多
く
、
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
全
員
が

時
間
内
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

家
庭
内
で
も
、
親
子
が
工
夫
し
て
色
々
な

も
の
づ
く
り
を
す
る
機
会
が
増
え
れ
ば
良

い
、
と
感
じ
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
は
、
多

く
の
小
学
生
が
今
回
の
作
品
を
持
っ
て
登
校

す
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

観
覧
車
事
故
対
策
訓
練

　

８
月
11
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
観
覧
車

の
救
護
訓
練
が
、
岩
国
地
区
消
防
21
名
と

公
園
関
係
者
11
名
の
参
加
の
も
と
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
停
電
等
に
よ
り
緊
急
停
止
し

た
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
、
手
動
に
よ

る
搭
乗
者
の
救
出
手
順
の
確
認
や
負
傷
者

の
搬
出
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
調
理
室

で
夏
期
公
民
館
短
期
講
座
の
「
夏
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ー
作
り
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
小

学
５
・
６
年
生
６
組
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
岡
田
久
美
子
管
理
栄
養
士
か
ら
生

活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
の
話
が
あ
り
、
続
い
て

中
村
容
子
栄
養
教
諭
か
ら
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
基
本
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
牛
肉
、
玉
ね
ぎ
、
人
参
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
基
本
具
材
の
ほ
か
に
、
用
意
さ
れ

た
具
材
を
自
由
に
選
び
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ

ー
作
り
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

和
木
小
学
校
の
５
・
６
年
生
の
担
任
の
先

生
に
審
査
し
て
い
た
だ
き
、
最
優
秀
作
品
は

和
木
小
６
の
吉
田
里
菜
さ
ん
と
矢
野
結
菜
さ

ん
の
「
菜
っ
チ
ー
ズ
た
っ
ぷ
り
と
ろ
〜
り
カ

レ
ー
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
二
人
の
作
っ
た

カ
レ
ー
は
、
10
月
の
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
に
は
、
和
木
小
学
生
25
名
と
引

率
職
員
３
名
で
、山
口
県
立
山
口
博
物
館「
恐

竜
〜
ダ
イ
ナ
ソ
ー
の
世
界
〜
」
と
「
マ
ツ
ダ

防
府
工
場
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
、
工
場

で
は
積
極
的
に
質
問
が
出
さ
れ
、
充
実
し
た

意
義
あ
る
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。



①平成18年５月31日以前に本町に建築された「持ち家」に住まわれている方
　（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は対象外となります。
　大家さんから申請をしていただくようになります。）

②平成18年５月31日以前に本町に建築された「貸し家」を所有している方
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
対象となる方は、印かんをお持ちのうえ、企画総務課（役場2階）で申請をし
てください。

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

事業の対象となる方

申請が必要です

未設置の方は、申請をお急ぎください！！

住宅用火災警報器の設置は

お済みですか？

住宅用火災警報器の申請受付は
９月30日（金）で終了します。

ぜひこの機会を利用して設置しましょう。

※この事業は岩国飛行場（米軍基地）関連再編関連特別事業（国からの交付

　金事業）によるものです。
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⑤和木町の魅力

　敬老の意を表すとともに、福祉を増進するた
め、町内に居住する高齢者に対し敬老金を支給し
ます。
支給対象者：町内に１年以上居住している満７５歳

以上の高齢者

　ねたきり高齢者等を介護している家族が、一時
的に介護できない場合に、特別養護老人ホーム等
に保護することで、本人及び家族の福祉の向上を
はかっています。

　総合コミュニティセンター内の老人福祉セン
ターは、浴室を完備し、高齢者の健康増進がはか
れる憩いの場となっています。
対象者：６０歳以上の方及び身体障害者
　　　　和木町の社会福祉を目的とする団体

　福祉員や乳酸菌飲料配達員が独居高齢者等を訪問
することで、安否の確認を行うとともに、パンや乳
酸菌飲料の無料配布により独居高齢者等の健康の保
持、福祉の向上をはかっています。
対象者：７０歳以上の独居高齢者
　　　　７０歳未満の虚弱高齢者

　在宅のねたきり者を介護する方の労苦を慰謝激励
するとともに、ねたきり者及び介護する方の福祉の
増進をはかるため、見舞金を支給しています。
対象者：町内に１年以上居住する方で、介護保険法

による要介護度が４または５に相当する方
及び同等な状態の方

老金給付制度 の一声運動

たきり者介護見舞金の支給
ョートステイ

人福祉センター

地域包括支援センターのお仕事　～認知症の普及啓発活動～

　認知症の高齢者は２０１０年に約２０８万人でしたが、国の推計によると、２０２０年（平成
３２年）には２８９万人、６５歳以上の方の約８.４％が認知症になるとされています。
　まずは、一人一人が認知症を予防し、早期発見、早期治療をすることが必要ですが、認知
症になっても住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、一人でも多くの方に認知症を
正しく理解していただくことが大切です。

９月は「認知症予防月間」です！

　キャラバンメイトは、地域の中に認知症サポーター（認知症につい
て正しく理解し、認知症の方やその家族を温かく見守る応援者）を増
やしていくことで、認知症になっても安心して生活できる地域づくりを
すすめていくことを目的に「認知症サポーター講習会」を行います。
　８月３０日に総合コミュニティセンターで、講習会を開催し、参加者
には認知症サポーターのあかし「オレンジリング」を配布しました。
　この、「認知症サポーター講座」の講師役キャラバンメイトになっ
て、一緒にボランティアとして活動しませんか？キャラバンメイトになる
ためには県が実施する右記の講座を受講する必要があります。申込み
をお待ちしています。

日　時　１１月２２日（火）
　　　　９時３０分～１６時３０分
場　所　シンフォニア岩国　大会議室
募集人員　先着５名程度
申込み　９月２６日までに地域包括支援
　　　　センターへお申込みください。
参加料　無料
※送迎は和木町職員が行います。
申込み・問合せ　
地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

キャラバンメイト養成研修
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　７月後半から８月にかけて剣道・弓道・自然観察・

ちぎり絵・職場体験（わきあいあい苑）が実施され、

わきあいキッズの前半が終わりました。

　後半は、９月７日の外・昔あそびからまた始まります。

随時紹介してまいります。

　８月４日、民生・児童委員（森田眞須美会長）の皆さ
んと町子連（吉田浅美会長）の児童・保護者の約５０名
が朝の涼しい時間帯に、１時間程度かけてわきあいあ
い苑（村中義信施設長）周辺の清掃・除草作業を実施

しました。
　今後も様々な団体と
の交流を深め、活動の
活性化と地域貢献をし
ていきたいものです。

　８月２３日、町子連（吉田浅美会長）の児童２３名が、
ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社麻里布製油所主催の
工場見学会に参加しました。
　製油所の見学や大型消防車の乗車体験・放水見学、
夏休みの研究に役立つ「ろうそく作り」などに取り組
み、身近な産業施設で見聞を広めることができました。

自然観察

職場体験 剣道

自然観察 ちぎり絵 弓道
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山内令南著
新堂冬樹著
桐野夏生著
玖村まゆみ著
重松清著
川瀬七緒著
宮本輝著

澤田ふじ子著
馳星周著
桂望実著

松本春野作・絵

井上夕香文 小林豊絵

ブライアン・リーズ作・絵 西郷容子訳

カレン・ヘス文 ウェンディ・ワトソン絵 石井睦美訳
なかやみわ作・絵

かんのゆうこ文 たなか鮎子絵
武田美穂作・絵

エリカ・シルバーマン作
Ｓ・Ｄシンドラー絵　おびかゆうこ訳

ディヴィッド・ウィーズナ－作・絵　江國香織訳
　

ルイス・サッカー作　むかいながまさ絵　はらるい訳

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆ＳＭＡＰ ＡＩＤ／ＳＭＡＰ
☆Ray ｏｆ Ｈｏｐｅ／山下達郎
☆Ｃ’ｍｏｎ／Ｂ’ｚ
☆ＳＯＵＬ ＱＵＥＳＴ／ＭＩＳＩＡ
☆かりゆし５８ベスト／かりゆし５８
☆僕たちの未来／柴田淳
☆Ｍ ＢＥＳＴ／加藤ミリヤ
☆Ｇｏｌｄ Ｓｋｏｏｌ／久保田利伸
☆ＬＯＶＥ＋ＬＩＦＥ＋ＬＯＣＡＬ／キマグレン
☆THE BEST OF TARO HAKASE／葉加瀬太郎

＜一般書＞
『癌だましい』
『硝子の鳥』
『緑の毒』
『完盗オンサイト』
『峠うどん物語　上・下』
『よろずのことに気をつけよ』
『流転の海　第六部　慈雨の音』

『仇討ちの客　高瀬川女船歌』
『光あれ』
『恋愛検定』

＜児童書・絵本＞
『地震の夜にできること。』
『ハナンのひつじが生まれたよ』

『コウモリ　としょかんへいく』

『じゃがいも畑』

『どんぐりむらのぱんやさん』
『あきねこ』
『どーん　ちーん　かーん』
『おおきなかぼちゃ』

『アートとマックス』

『ぼくって女の子？？』

９月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
104

11
18

12
19
26 27 28 29 30

7
14

22 23 24
25

21
17

5

日　時　９月１７日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

おはなし会おはなし会

　図書館まつりにて古本バザーを
開催します。

　ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

対　象　幼児（３歳以上）・小学生
応募詳細　図書館カウンターにて
　　　　　詳細チラシ配布中！
　たくさんのご応募をお待ちして
います。

※事典・文学全集・雑誌は受付
　ておりません。

古本提供のお願い古本提供のお願い

ご自宅に眠っている本を
　リサイクルしませんか？

読書感想画コンクール
作品募集！
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栄
養
士

栄
養
士

９月24日～30日は結核予防週間です！

9

　

こ
れ
は
９
月
の
健
康
増
進
普
及
月
間
の
統

一
標
語
で
す
。「
健
康
寿
命
」
と
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
提
唱
し
た
新
し
い
指
標
で
、
日
常
的
に
介

護
を
必
要
と
し
な
い
で
、
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
期
間
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
男
性
は
79
・
６
歳
、
女
性
は

86
・
３
歳
と
な
り
、
世
界
で
も
有
数
の
長
寿

国
で
す
。
平
均
寿
命
の
延
び
に
あ
わ
せ
る
よ

う
に
、
が
ん
や
循
環
器
病
な
ど
「
生
活
習
慣

病
」
に
よ
る
死
亡
の
割
合
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
統
一
標
語
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
運
動
、

食
事
、
禁
煙
は
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

●
運
動

　

運
動
は
何
歳
か
ら
始
め
て
も
、
遅
す
ぎ
る

こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
が

習
慣
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
始
め
る
ま
で

に
強
い
意
思
が
い
り
ま
す
よ
ね
。
普
段
の
生

活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
短
い
距
離

で
も
自
家
用
車
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
自

転
車
や
徒
歩
で
出
か
け
る
な
ど
、
い
つ
も
よ

り
10
分
で
も
運
動
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
地
域
に
新
し
い
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
食
事

　

朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か
？
朝
食
を

　厚生労働省では、毎年９月２４日～３０日を「結核予防週
間」と定めて、結核に関する正しい知識の普及啓発を図って
います。
　結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気のこ
とです。
　今でも全国で１日に６８人の新しい患者が発生し、６人の
人が命を落としている日本の重大な感染症です。
　結核の初期症状は風邪とよく似ています。咳やタンが２週
間以上続いたら、結核を疑って早めにマスクをつけて医療機
関へ受診してください。症状が１ヵ月以上続く人からは、２
５人に１人の割合で結核患者が見つかっています。

　９月９日を含む一週間（９月４日～
10日）は救急医療週間、９月は救急
医療普及月間です。救急箱の整理をす
るなど、家庭でできる応急処置の準備
をしましょう。本来の救急医療が円滑
に行われるために、症状が軽度の場合
は夜間診療や救急外来の利用は控えま
しょう。

　米軍再編交付金をもとに、中学３年
生と高校３年生を対象にインフルエン
ザ予防接種費用を助成します。１０月
１日から接種券交付の申込みを開始し
ます。
問合せ　保健相談センター

（☎５２－７２９０）

食
べ
る
と
、
か
ら
だ
に
ど
ん
な
良
い
影
響
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
小
学
３
・
４
年
生
の
希

望
者
を
対
象
に
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
た
こ
ど
も
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
で

は
、『
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と…

脳
が
目
覚

め
る
、
体
温
を
上
げ
る
、
肥
満
を
予
防
す
る
、

便
秘
を
予
防
す
る
』こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
維
持
の
た
め
に
１
日
３
５
０
グ

ラ
ム
の
野
菜
を
摂
る
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
日
本
人
は
１
日
に
お
よ
そ
２
５
０

グ
ラ
ム
の
野
菜
を
摂
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
の
で
、
あ
と
１
０
０
グ
ラ
ム
の
野
菜
を

追
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
１
０
０
グ
ラ
ム
の

目
安
は
ト
マ
ト
半
分
、に
ん
じ
ん
半
分
、ピ
ー

マ
ン
３
個
な
ど
で
す
。

●
禁
煙

　

喫
煙
は
肺
が
ん
、心
臓
病
、脳
卒
中
、喘
息
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）、
歯
周
疾

患
な
ど
数
々
の
病
気
を
起
き
や
す
く
さ
せ
る

危
険
因
子
で
す
。
ま
た
、
喫
煙
者
本
人
の
み

な
ら
ず
家
族
な
ど
周
囲
の
人
の
健
康
に
も
影

響
を
与
え
る
も
の
で
す
。
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
禁
煙
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

健
康
に
関
す
る
相
談
は
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
52
ー
７
２
９
０
）
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。

１
に
運
動　

２
に
食
事

　

し
っ
か
り
禁
煙

　

最
後
に
ク
ス
リ

９月24日～30日は結核予防週間です！９月24日～30日は結核予防週間です！ 救急の日

〜 

健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う 

〜

インフルエンザ
予防接種助成事業
のお知らせ

予
　告①咳が２週間以上続く

②タンが出る
③からだがだるい
④急に体重が減る

～こんなときはマスクをつけて病院へ !!～

問合せ　
岩国健康福祉センター健康増進課地域保健班

（☎２９－１５２３）



おすすめメニューはアイ・キャンでも放送しています。
ご覧ください。

ⓐ

ⓐ

●作り方
①下準備
芽ひじき…水でもどし、さっとゆでる
オクラ……さっとゆで、薄切り
きゅうり…せん切り
②和える
ボウルにⓐを混ぜ合わせ、①の材料、コーンを入れ、
和える。

（１人分エネルギー６３キロカロリー）

夏野菜とカルシウムや鉄分、食物繊維の豊富なひ
じきを使ったさっぱりサラダです。七味唐辛子の
量はお好みでどうぞ。

（和木町食生活改善推進協議会　３班）

芽ひじき（乾）……………10g
オクラ……………………40g
きゅうり…………………100g
コーン（缶）………………50g
　しょうゆ…………大さじ1
　みりん……………大さじ1
　酢…………………小さじ2
　ごま油……………大さじ1
　七味唐辛子……………少々

ひじきとオクラのサラダ（材料４人分）

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）
赤ちゃんのつどい★
元気アップ教室★
プレイルーム

すくすく計測相談会
2歳児歯科健診
プレイルーム

元気アップ教室★
健康相談

プレイルーム
妊婦さんのつどい★
離乳食教室★
プレイルーム
ポリオ

9：30～11：30
10：00～13：00
10：00～15：00
13：30～14：30
13：00～13：10
10：00～15：00
10：00～11：30
9：30～10：30
10：00～15：00
9：30～12：00
9：30～13：00
10：00～15：00
13：30～14：20

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

9月16日㈮
21日㈬

22日㈭

28日㈬
29日㈭
30日㈮

10月 5日㈬
6日㈭
12日㈬

13日㈭

14日㈮

64.4

13 行

4.95

　★は申込みが必要です。

　家である程度甘えられる状態にある子どもは
学校でも頑張る事ができます。逆に、家で甘え
られる状態にない子どもは学校では落ち着きが
ない・すぐキレる・教師へのあからさまな反抗
といった行動につながります。特に乳幼児には
無条件の愛情を注いであげてください。

（和木町母子保健推進協議会）

母推さんから一口メモ
～ 子育て中のパパ、ママへ ～

乳児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方

平成21年6月～9月生まれ
乳幼児とその保護者の方

一般の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方
妊婦とそのご家族の方
乳児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

平成16年4月15日～平成23年7月14日生まれ

元気アップ教室
●お食事編
日　時　９月２１日㈬　１０時～１３時
内　容　『メタボ予防のヘルシーな食事』
　　　　講義・調理実習・試食
準　備　エプロン・三角巾・ふきん・
　　　　材料費５００円程度
申込み　９月１４日㈬まで
　　　　先着１５名で締め切ります。

●ウォーキング
日　時　９月３０日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『楽しくウォーキング』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・お茶
申込み　９月２８日㈬まで

会場・問合せ　保健相談センター
（☎５２－７２９０）

「家ではしっかりと甘えさせてあげて」

（9月16日～10月15日）
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木下広宣さん（左）
中谷和彦さん（右）

押川歩夢君（左）
押川湧雅君（右）

本大会　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）　会場：和木中学校体育館

山口国体和木町実行委員会事務局

銃 剣 道 競 技 会

和木町和木２丁目１－１
教育委員会内

　１０月７日（金）から９日（日）まで中学校体育館で開催される、おいでませ！山口国体銃剣道競技会の開始式
直後に行われる「特別演武」の演武者と試合に出場する成年男子チームをご紹介します。

　国体で「銃剣道の形」を
披露できることを誇りに思
います。会場の皆さんに気
持ちのこもった演武を披露
し、競技会を盛り上げたい
と思います。

　地元開催の国民体育大

会に選手として出場でき

る事を誇りに思います。

練習の成果を全て出し切

り、勝ちにこだわった試

合を心掛けたいです。

　地元の皆さんに勇気と

感動を与えられるように

粘り強く頑張っていきた

いと思います。応援宜し

くお願いいたします。

　今年の国体は地元開催

ということで多少のプ

レッシャーもありますが、

そのプレッシャーを力に

変えて必ず上位入賞した

いと思います。応援宜し

くお願いいたします。

　山口県代表としての誇

りを胸に上位入賞を目指

し、東北・地元の皆さん

に元気を与える試合をし

たいと思います。応援宜

しくお願いいたします。

　地元山口国体で県の代表
として演武させていただけ
るので、銃剣道を全国の人
に知ってもらえるよう頑張
りたいです。

銃剣道の形 基本技

岩国市銃剣道連盟の皆さん
競技役員や特別演武で国体に参加されます。

陸上自衛隊第17普通科連隊
銃剣道訓練隊（34名所属）

代表選手や特別演武者が所属する部隊です。

銃剣道競技成年男子の部　チーム紹介

特別演武者紹介

大将 藤村太郎さん 中堅 岩切健太 さん 先鋒 藤山勝彦 さん 総監督 藤野博幸 さん
（監督兼務）
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炬火名を命名した本田明梨さん（左）

応援のぼり作り

まいぎりによる火起こし

小学校で
応援メッセージ及び採火式

小学校で
応援メッセージ及び採火式

　８月２１日、おいでませ！山口国体・山口大会のシンボル
となる和木町の炬火名の発表及び表彰式が行われました。
　応募作品７５点から、本町にふさわしい炬火名として選ば
れたのは、本田明梨さん（和木中２年）が命名した「笑顔
いっぱい　わき愛あいの火」です。この名前には、国体に出
場する選手や震災で被災された方々すべてが元気になってほ
しいという気持ちが込められています。
　なお、炬火とは、オリンピックでいう聖火にあたるもの
で、選手の活躍を見守る火であり、今年は特に、東日本大震
災の被災地に勇気と希望、そして元気を送るため、県内各市
町及び東北３県の火が、国体の総合開会式で炬火台に集火さ
れることとなっています。

　１０月１日の総合開会式の炬火走者と
して、高原昂希君（和木小６年）が出演
されます。この炬火イベントでは、総合
開会式にて、各市町及び東北３県で採火
された火を山口市の陸上競技場で集火、
火のリレーを行いメイン炬火台に点火す
るものです。
　高原君は、このイベントで和木町「笑
顔いっぱい　わき愛あいの火」を持つ第
１走者として出演します。町民の皆さま
方も温かい応援をお願いします。

　８月２１日、和木小学校で、国体銃剣道競技に出場
される各県選手に向けた“応援のぼり”の作成及び
採火式が行われました。
　登校日のこの日、児童らは登校班ごとに分かれ、
“ようこそ和木町へ”や“たちあがれ東北！”など
のメッセージを応援のぼりに書き込みました。この
のぼりは、大会期間中、選手通路などに掲げ、みな
さんの健闘を祈ります。 　この行事に引き続き、体育館でまいぎりを使用し

た採火式（火起こし）が行われました。国体和木町
実行委員会の古木会長をはじめ、実行委員会の役
員、全校児童、多くの保護者が見守る中、６年生の
児童が懸命に作業、その姿に全校児童の声援が館内
に響きわたりましたが、この日は、あいにくの雨で
湿度が高く、時間内に採火することはできませんで
した。その後、会場を文化会館に変えて再度挑戦
し、見事、児童有志の手により採火することができ
ました。
　この火は、総合開会式の行われる日まで和木町文
化会館で保管されるとともに、小学校の運動会で
トーチに移され、炬火台に点火される予定です。

笑顔いっぱい　わき愛あいの火笑顔いっぱい　わき愛あいの火笑顔いっぱい　わき愛あいの火
和木町炬火名 山口国体総合開会式

炬火走者に高原昂希君

12



　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　

時
▼
９
月
15
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

　

高
齢
者
・
障
害
者
虐
待
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
山
口
地
方

法
務
局
及
び
山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
か
ら
の
電
話
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。強
化
週
間
中
は
、

相
談
時
間
を
延
長
し
て
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼
９
月
５
日
㈪
〜
11
日
㈰

　
　
　
　
　

平
　

日
：
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　

土
・
日
：
10
時
〜
17
時

相
談
電
話
番
号
▼

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
１
１
０

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

（
☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
２
２
９
５
）

会
員
に
な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
内
に
在
住
し
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方

年
会
費
▼
４
，
０
０
０
円
（
障
害
保
険
料
）

仕
事
内
容
▼

●
屋
内
で
の
軽
作
業

●
大
工
仕
事
、
左
官
仕
事
、
塗
装

●
管
理
、
守
衛
、
宿
直

●
庭
木
剪
定
、
刈
込
み
、
消
毒

●
そ
の
他

問
合
せ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53
ー
８
０
５
５
）

精
神
保
健
相
談

人
権
擁
護
委
員
制
度

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

13

日
　

時
▼
10
月
３
日
㈪
・
４
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

相
談
方
法
▼
無
料
電
話
相
談

相
談
電
話
番
号
▼

　

０
１
２
０
ー
０
５
５
ー
０
６
０

相
談
内
容
▼
相
続
・
遺
言
・
自
動
車
・
建
設
業
・

法
人
設
立
・
契
約
・
示
談
・
内
容
証
明
・
農

地
転
用
・
公
正
証
書
・
営
業
許
可
・
国
際
業
務
・

成
年
後
見
・
産
業
廃
棄
物
・
交
通
事
故
・
告

訴
状
・
著
作
権
な
ど
に
関
す
る
こ
と

相
談
員
▼
山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

問
合
せ
▼
山
口
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
５
０
５
９
）

今
般
の
地
震
の
被
害
を
受
け
て
避
難
を

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

国
税
庁
は
、被
災
後
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
一
部
地
域
の

納
税
者
に
つ
い
て
、
国
税
に
関
す
る
申
告
・

納
付
等
の
期
限
の
延
長
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
象
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
国
税
の
申

告
・
納
付
等
期
限
は
、
平
成
23
年
９
月
30
日

㈮
と
な
り
ま
す
。

　

納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
の
管
轄
外
に

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
国
税
に
関
す
る

ご
相
談
等
は
最
寄
り
の
税
務
署
で
も
お
受
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
岩
国
税

務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
０
１
１
１
）

フ
ァ
ッ
ク
ス

各
種
お
知
ら
せ

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

　

〜
離
職
さ
れ
た
方
の

　
　
　
　

生
活
の
安
定
の
た
め
に
〜
　

　

会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど
に
よ

り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
の
生
活
資

金
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

貸
付
対
象
者
▼
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

（1）
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方

（2）
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
続
し
て

い
た
方

（3）
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者
で
、
離

職
後
１
年
以
内
の
方

（4）
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て
お
り
、
か

つ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
活
動
を
行
っ
て

い
る
方

【
注
意
】
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

資
金
使
途
▼
大
学
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
償

還
金
、
冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
、
災
害
資
金
、

一
般
生
活
資
金

貸
付
限
度
額
▼
70
〜
１
５
０
万
円

償
還
期
間
▼
６
〜
10
年
以
内

貸
付
利
率
▼
年
１
・
０
％
以
内
（
別
に
保
証

料
が
必
要
）

保
証
人
等
▼
連
帯
保
証
人
１
名
（
申
込
人
と

別
生
計
の
方
）
と
㈳
日
本
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

申
込
み
▼
中
国
労
働
金
庫

問
合
せ
▼

山
口
県
労
働
政
策
課

　
　

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
３
２
１
０
）

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

線
4
本

波
線
3
本

線フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

行
政
書
士
電
話
相
談

岩
国
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

山
口
県
・
市
町
離
職
者

緊
急
対
策
資
金
貸
付
制
度



　

解
雇
等
を
理
由
と
し
た
離
職
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
保
険
料
の

軽
減
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
に
よ

り
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
た
方
は
、

給
与
所
得
を
30
／
１
０
０
と
み
な
し
て
計
算

し
ま
す
。

　

軽
減
を
受
け
る
に
は
保
健
福
祉
課
に
申
請

が
必
要
で
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の
▼

●
被
保
険
者
証

●
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

●
印
か
ん

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
保
健
福
祉
課
へ

届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
来
は
加
害
者
が
治
療
費
を
負
担
す
る
も

の
（
自
賠
責
保
険
な
ど
）
で
す
の
で
、
国
民

健
康
保
険
が
一
時
的
に
立
替
払
い
を
し
、
後

日
、
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
わ
れ
た
と
き
は
、
必

ず
保
健
福
祉
課
に
連
絡
し
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
給
付

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
示
談
の
前
に
必
ず
保
健
福
祉
課
に
ご

連
絡
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の
▼

●
被
保
険
者
証

●
印
か
ん

●
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故
の
も
の
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数
が
３

以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額
　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額
　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課
　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
こ
ど
も
安
心
医
療
費

助
成
制
度
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

14

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

届
出
は
、
加
入
す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、

被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必

要
で
す
。

　

も
し
、
届
出
を
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
　

福
祉
・
医
療
係

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

応
募
資
格
▼
町
内
に
居
住
す
る
65
才
以
上
の

方課
　

題
▼

●
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
）

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

●
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と

●
火
災
が
起
こ
っ
た
際
、火
が
つ
き
に
く
く
、

ま
た
火
が
燃
え
広
が
ら
な
い
防
炎
エ
プ
ロ

ン
の
普
及
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

●
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
（
山
火
事
に
関
す
る
も
の
は
除
く
）

応
募
方
法
▼
は
が
き
ま
た
は
別
紙
様
式
（
消

防
署
で
受
取
可
）
に
よ
る
こ
と
。
は
が
き
に

は
、作
品
（
標
語
１
点
）、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

締
切
り
▼
11
月
15
日
㈫
必
着

提
出
先
▼

〒
７
４
０
ー
０
０
１
７

岩
国
市
今
津
町
６
丁
目
２
ー
24

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防
出
張
所
）

そ
の
他
▼

●
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

●
入
選
者
の
所
属
・
氏
名
・
年
齢
を
岩
国
地

区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

防
火
標
語
募
集

倒
産
、
解
雇
な
ど
で
の
離
職
の

場
合
、
国
民
健
康
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
で
治
療
を
受
け

る
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

異動の内容届出が必要なとき 持参するもの

・第１号被保険者と
なります

・20歳になったとき
（厚生年金や共済年
金加入者を除く）

・印かん（※ただ
し、本人自署の
場合は不要）

・第２号被保険者か
ら第１号被保険者
になります（第３
号被保険者に該当
する場合を除く）

・退職をしたとき（厚
生年金や共済年金加
入者の場合）

・印かん（※ただ
し、本人自署の
場合は不要）
・年金手帳

・第３号被保険者か
ら第１号被保険者
へ

・配偶者に扶養されて
いたが、配偶者が厚
生年金、共済年金を
やめたとき

・印かん（※ただ
し、本人自署の
場合は不要）
・年金手帳



岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念
事
業

●
江
戸
・
明
治
・
平
成
の
海
図
展

●
岩
国
港
写
真
展

期
　

間
▼
９
月
11
日
㈰
ま
で
　

10
時
〜
17
時

場
　

所
▼
和
木
美
術
館

入
場
料
▼
無
料

内
　

容
▼
写
真
、
パ
ネ
ル
の
展
示

問
合
せ
▼

岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
29
ー
５
１
１
８
）

　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
方
、
障
害
者

雇
用
を
考
え
て
い
る
企
業
の
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
　

時
▼
10
月
６
日
㈭
　

13
時
〜
16
時

会
　

場
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
　

多
目
的
ホ

ー
ル
・
大
会
議
室

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
ー
３
２
８
１
）

　

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
の
一
環
と
し

て
、
本
町
に
お
け
る
農
政
関
係
事
務
を
担
当

し
て
き
た
山
口
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

（
所
在
地
は
周
南
市
）
及
び
柳
井
統
計
情
報

セ
ン
タ
ー
が
、
９
月
１
日
よ
り
山
口
地
域
セ

ン
タ
ー
（
所
在
地
は
山
口
市
）
に
再
編
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
山
口
地
域
セ
ン
タ
ー

で
は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
等
の
農
業
経
営

の
安
定
や
農
山
漁
村
の
６
次
産
業
化
、
食
の

安
全
・
安
心
確
保
等
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局
山
口
地
域
セ
ン
タ
ー

◆
山
口
地
方
合
同
庁
舎
　

総
務
部
門
、

　

農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

　

山
口
市
中
河
原
町
６
ー
16

　

（
☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
５
２
０
０
）

◆
惣
太
夫
庁
舎
　

消
費
・
安
全
グ
ル
ー
プ

　

山
口
市
惣
太
夫
町
３
ー
８

　

（
☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
７
９
２
６
）

◆
柳
井
支
所

　

柳
井
市
南
町
４
ー
５
ー
37

　

（
☎
０
８
２
０
ー
22
ー
１
５
６
７
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
農
政
事
務
所
総

務
課
（
☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
５
２
１
９
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
▼

●
防
衛
大
学
校
学
生
、防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
方

●
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
▼
９
月
５
日
㈪
〜
30
日
㈮

一
次
試
験
日
▼

●
防
衛
大
学
校
学
生
：
11
月
５
日
㈯
、
６
日

㈰
●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
：
10
月
29
日
㈯
、

30
日
㈰

●
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
：
10
月
22
日
㈯

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
地
域
事
務
所

（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

人
権
擁
護
委
員
制
度

15

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

線
4
本

波
線
3
本

和
木
美
術
館
情
報

障
害
者
就
職
面
接
会

山
口
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

（
周
南
市
）等
の
再
編
に
つ
い
て

防
衛
大
学
校
学
生
、防
衛
医
科
大
学
校
学
生
、

陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
募
集

　県道北中山岩国線の道路工事におきまして、歩行者および自転車用通路の切り替えを行います。現在仮設
の歩道を通行していただいておりますが、切替後は山側の新しい歩道を通行してください。引き続きご迷惑
をおかけいたしますが、ご協力をよろしくお願いいたします。

【歩道切り替え時期】９月１７日㈯　午前６時
※一週間前までに、現地に案内看板を設置して周知します。

【発注者】
　山口県岩国土木建築事務所
　工務１課２班

（☎２９－１５４８）
【工事施工者】
松村興産（株）

（☎３８－１０２０）
【問合せ】
都市建設課

（☎５２－２１９８）

カケ地区歩道切り替えのお知らせカケ地区歩道切り替えのお知らせカケ地区歩道切り替えのお知らせ

規制開始箇所

車道

現在の歩道

歩道切替延長  L＝230m

小瀬川

小瀬川

規制開始箇所凡　例
現在の歩道
切替後の歩道

歩道　　　 を南側（山側）　　　  へ切替えます。

切替断面図

※車道・歩道共、山側へ切替えます。※車道・歩道共、山側へ切替えます。



中村明美さん（左）と中村恭二さん（右）

日　

時
▼
10
月
22
日
㈯　

８
時
30
分
〜

※
雨
天
の
場
合
は
、
29
日
㈯
に
延
期

会　

場
▼
和
木
町
民
庭
球
場
（
和
木
町
体
育

セ
ン
タ
ー
前
）

主　

催
▼
和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部ク
ラ
ス
別
け
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
１
，０
０
０
円
／
ペ
ア
（
当
日
徴

収
）

試
合
方
法
▼
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則

申
込
方
法
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
に
備
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り
▼
10
月
14
日
㈮

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー（

☎
52
ー
２
８
１
１
）

日　

時
▼
10
月
２
日
㈰　

８
時
受
付

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

主　

催
▼
和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部参
加
資
格
▼
和
木
町
近
郊
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
（
※
18
歳
以
上
で
編
成
）

※
参
加
チ
ー
ム
は
、
12
チ
ー
ム
ま
で
、
多
数

の
場
合
は
、
主
催
者
側
で
抽
選

期　

日
▼
７
月
24
日

場　

所
▼
大
竹
市
総
合
体
育
館

結　

果
▼
第
３
位　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

日　

時
▼
11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
文
化
会
館　

講
習
室

講　

師
▼
伊
原
慎
太
郎
（
山
口
県
立
博
物
館

学
芸
員
）

内　

容
▼

四
境
戦
争
に
つ
い
て
（
第
２
次
長
州
征
伐
）

時
代
背
景
や
そ
の
後
の
変
遷
に
つ
い
て

そ
の
他
▼
詳
細
が
決
定
次
第
、
追
っ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

期　

日
▼
８
月
７
日

場　

所
▼
周
南
市
弓
道
場

結　

果
▼
優　

勝　

中
村
恭
二
（
４
段
）

期　

日
▼
８
月
７
日

場　

所
▼
周
南
市
弓
道
場

結　

果
▼
準
優
勝　

中
村
明
美
（
４
段
）

参
加
料
▼
３
，０
０
０
円
／
チ
ー
ム

申
込
期
限
▼
９
月
22
日
㈭

申
込
方
法
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
に
備
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

〒
７
４
０
ー
０
０
６
１

和
木
町
和
木
１
丁
目
３
ー
13

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

（　

52
ー
９
１
４
９
）

日　

時
▼
９
月
25
日
㈰　

10
時
〜
15
時

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３

階入
場
料
▼
無
料

内　

容
▼

●
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
ス　
　

11
時
30
分
〜

●
サ
ッ
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト　

13
時
30
分
〜

　

そ
の
他
に
も
手
作
り
カ
ー
ド
・
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
、
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ビ
ー
ズ
等

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。（
材
料
費
等
の
一
部
は
５
０
０
円
程
度

有
料
）

　

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

平
成　

年
度
和
木
町 
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

第
４
回
和
木
町
近
郊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

歴
史
お
で
か
け
講
座

ア
ー
ト
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

23

第　

回
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
杯

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

22

第　

回
山
口
県
遠
的
選
手
権
大
会

46
第　

回
山
口
県
近
的
選
手
権
大
会

48
日　

時
▼
９
月
23
日
㈷
・
24
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園　

管
理
棟
前

内　

容
▼

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　

パ
ス
タ
・
カ
レ
ー
・
わ
た
菓
子
他

●
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

●
と
ん
か
ち
教
室

問
合
せ
▼
商
工
会
（
☎
53
ー
２
０
６
６
）

蜂
ヶ
峯
ふ
れ
あ
い
市
場
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和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈　町税などの納税は便利な

口座振替をご利用ください。

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

沖
田　

利
夫
さ
ん
（
和
木
地
区
）

田
畑
ト
キ
江
さ
ん
（
和
木
地
区
）

河
本　

三
頼
さ
ん
（
和
木
地
区
）

柳
澤　

春
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
指
定
寄
付

藤
本　

高
士
さ
ん
（
和
木
地
区
）

和
木
俳
句
教
室
句
会

一
瞬
に
夜
空
彩
る
夢
花
火

　
嬉
々
と
あ
が
れ
り
幼
ら
の
声

鐘
の
音
よ
世
界
に
ひ
び
け
諸
人
の

　
命
の
叫
び
を
神
よ
聴
き
ま
せ

ア
ッ
夏
だ
カ
ナ
カ
ナ
ゼ
ミ
が
鳴
き
始
む

　
朝
に
夕
べ
に
気
ぜ
わ
し
そ
う
に

林
立
す
原
油
タ
ン
ク
の
彼
方
よ
り

　
月
昇
り
く
る
凍
れ
る
白
に

真
夏
日
の
続
き
し
今
日
も
う
す
べ
に
の

　
百
日
紅
の
い
の
ち
咲
き
つ
ぐ

久
し
か
る
友
と
肩
よ
せ
遠
花
火

湯
の
宿
や
風
に
湧
き
た
る
赤
と
ん
ぼ

風
立
ち
ぬ
葦
原
め
ぐ
る
舟
の
旅

も
う
二
度
と
泳
ぐ
こ
と
な
き
沖
遙
か

朝
日
さ
す
庭
に
拾
い
し
落
し
文

岩
肌
に
花
一
輪
や
泉
声

越
智
　
幸
子

小
川
　
誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡
　
菊
江

山
重
　
杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん

・
業
者
が
自
宅
に
訪
問
し
て
き
て
、

消
費
者
の
所
有
す
る
貴
金
属
を
買

い
取
る
と
い
う
契
約
を
結
ぶ
場
合

に
は
、「
特
定
商
取
引
に
関
す
る

法
律
」
の
適
用
は
な
く
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
い
っ
た
ん
業
者
に
品
物
を
引
き
渡

す
と
、
後
で
解
約
、
返
品
し
て
ほ

し
い
と
申
し
出
て
も
応
じ
ら
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
業
者
の

連
絡
先
さ
え
わ
か
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

・
買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
な

い
な
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ

う
。

・
買
い
取
り
価
格
の
計
算
根
拠
や
、

買
い
取
り
条
件
な
ど
が
明
記
さ
れ

た
書
面
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
業
者
が
来
た
と
き
は
家
族
や
親
し

い
人
と
一
緒
に
対
応
し
ま
し
ょ

う
。

【
相　

談
】

　

業
者
が
突
然
訪
問
し
て
き
て
、
不

要
な
貴
金
属
を
高
額
で
買
い
取
る
と

い
う
。
断
っ
た
が
、
と
に
か
く
見
せ

て
欲
し
い
と
し
つ
こ
い
の
で
、
も
う

使
っ
て
い
な
い
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
を
見
せ
た
。
す
ぐ
に
１
万

円
で
買
い
取
る
と
言
っ
た
の
で
売
っ

て
し
ま
っ
た
。
後
か
ら
、
買
っ
た
時

に
比
べ
て
値
段
が
ひ
ど
く
安
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
翌
日
、
業
者
に
連

絡
し
て
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い
と
伝
え

た
が
、
領
収
書
に
「
解
約
不
可
」
と

書
い
て
あ
る
と
断
ら
れ
た
。

今月の納税

問合せ ▼税務課（

７・８月分
９月分
３期分
３期分
３期分

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

上下水道使用料
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 75

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
8
月
句
会
）

森
本
　
初
子

正
中
ツ
ヤ
子

向
田
登
美
子

灰
岡
　
裕
美

藤
上
　
紀
子

も
ろ
び
と

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
（
写

真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご

家
族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
２
１
３
６
）
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　町指定ごみ袋でごみを排出する場合は、必ず名前を記入していただくことになって
います。これは、「きちんと分別することは、ごみを出す人の責任で行い、そのごみ
を適正に処理することは、町の責任で行う。」という役割分担を明確にするため、和
木町快適環境まちづくり町民会議の意見を聞いて、定められたルールです。
　町では、こうしたルールを徹底するため、ルールが守られていないごみは、その内
容を明記したシールを貼って、収集せずに取り残すこととしています。
　今後も、ごみの出し方のルールを守っていただきますよう、ご協力をお願いします。

　秋の町内一斉清掃は、山口国体が開催されるため、例年の実施時期よりも早く次のとおり実施いたします。
　全国から参加される方々を温かくお迎えするため、ご協力いただきますようお願いします。
日　時　９月２３日（祝）８時～　※雨天の場合は９月２４日（土）に延期
●自治会長の指示に従ってください。
●家庭のごみは出さないでください。
●草、泥等は袋に入れないで、別々にして路肩等に積んでください。
　また、交差点の近くには積まないでください。
問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

　最近、役場には「猫」に関する苦情が多く寄せられています。特に無責任な飼
育により、猫の数が増え、ふん・尿・のみ等の被害が出ています。近所に迷惑を
かけないことはもちろんのこと、不幸な「猫」を増やさないためにも、無責任な
餌やりはやめましょう。
　また、犬のふんの苦情も多く、ふんを放置すると周囲に不快感を与えるだけで
はなく、衛生的にも問題です。犬の散歩の際には必ず汚物を処理する用具を携帯
し、飼い主の責任において処分しましょう。

　生後３ヵ月以上の犬は毎年１回狂犬病予防注射を受けさせなければなり
ません。一斉注射ができなかった犬については個別に接種し、役場に届け
出て注射済票の交付を受けましょう。
　狂犬病は絶滅した病気ではありません。狂犬病は、先進国を含む近隣諸
国で発生しており、世界中で年間３万５千人から５万人が死亡しています。
発症すると治療法はなく、人も動物も100％死亡する恐ろしい病気です。

ごみ袋には名前を書きましょう

狂犬病予防注射はお済みですか？

9月・10月は

君 の 一 生 け ん め い に 会 い た い
町内一斉清掃を実施します町内一斉清掃を実施します

プラス
チック
和木あいこ

燃える
ゴミ

お名前 和木あいこ お名前

燃えない
ゴミ

お名前 和木あいこ
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男　3,297人
（＋5）

女　3,284人
（－8）

平成23年8月1日現在
総人口　6,581人

世帯数　2,759世帯

和木町の面積　10.56km

（－3）

（±0）
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123
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259
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212
237
221

234
225

193
195
180

159

148

　和木町議会では、町民参加の議会を目指し、議会
活動を町民の皆さまに報告し、町政全般の問題につ
いて、町民の皆さまと議員全員で意見交換する『議
会町づくり懇談会』を下記の日程で開催します。

※いずれの会場も１９時から２０時３０分までです。

※参加者の皆さまからのご質問・ご意見を受けなが
ら懇談会を行います。
　皆さまのご来場をお待ちしております。
問合せ　議会事務局（☎５２－２１３７）

　

子
ど
も
た
ち
は
新

学
期
を
迎
え
、
元
気

に
登
校
す
る
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

和
木
町
で
は
、
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

（
重
本
正
明
会
長
）
を
は
じ
め
、
多
く
の

地
域
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
学
期
も
安
心
・
安
全
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
家
庭
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
も
う
一
度
、
安
全
に
つ
い
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

防
犯
対
策

家
庭
か
ら
実
践
し
よ
う
！

●
通
学
路
の
安
全
点
検
。
子
ど
も
と
一
緒

に
通
学
路
を
点
検
し
よ
う
。

●
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
確
認
！

子
ど
も
に
し
っ
か
り
教
え
ま
し
ょ
う
。

●
防
犯
ブ
ザ
ー
等
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
携
帯

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

防
犯
意
識

家
庭
か
ら
子
ど
も
に
教
え
て
く
だ
さ
い
！

●
ひ
と
り
で
遊
ば
な
い

●
外
に
行
く
時
は
、
必
ず
行
き
先
を
伝
え

る
●
何
か
あ
っ
た
ら
、
大
声
で
助
け
を
よ
ぶ

●
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な
い

●
今
日
あ
っ
た
こ
と
を
家
族
の
人
に
お
話

す
る

地
域
と
家
庭
の
力
が

子
ど
も
の
安
全
を
守
り
ま
す
！

９月２６日（月）

９月２８日（水）

９月２９日（木）

瀬田分館

総合コミュニティセンター

関ヶ浜分館

期　　日 開　催　場　所

どなたでも参加できます。
ご都合の良い会場へお越しください。

敬老会のお知らせ

　本年も７３歳以上の方をお招きして「敬老会」を実施い
たします。招待者の方には、民生委員がご案内をお渡しし
ております。
　楽しい会にしたいと思いますので、多くの方の出席をお
待ちしています。
日　時　９月１７日（土）
　　　　９時３０分～１１時２５分（受付：８時３０分～）
場　所　文化会館大ホール
アトラクション　
●神楽　谷和神楽団（大竹市栗谷町）
●国体ＰＲダンス　みんなで踊ろう！ちょるルンバ

（和木町）
主　催　和木町敬老会実行委員会（社会福祉協議会、自治

会連合会、民生委員児童委員協議会、老人クラブ
連合会）

※当日は、受付に案内状の入った封筒をお持ちください。
※当日出席できない方は、代理の方が記念品を取りに来ら
れても構いません。
※アトラクション（１０時開演予定）は、一般の方もご入
場いただけます。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）
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